[bookmark: _fsuyhvvraik5]二次利用範囲に関する確認書

株式会社〇〇（以下「甲」という。）及び株式会社〇〇（以下「乙」という。）は、甲乙間において締結したアニメーション作品に関する契約（以下「原契約」という。）に基づき制作、提供又は利用される映像、画像、音声その他の素材の二次利用範囲について、次のとおり確認する。

[bookmark: _vltgenbcg1mb]第1条（目的）
本確認書は、原契約の対象となるアニメーション作品及びこれに関連する素材について、乙に認められる二次利用の対象、方法、媒体、地域、期間その他の条件を明確にし、当事者間における権利関係及び利用条件に関する認識の相違を防止することを目的とする。

[bookmark: _1v4q6y80zmjj]第2条（対象作品）
本確認書の対象となる作品（以下「本作品」という。）は、次のとおりとする。
1. 作品名：〇〇
2. 話数・エピソード：〇〇
3. 制作年度：〇〇年
4. 原作者・原作名：〇〇
5. その他対象を特定する事項：〇〇
6. 
[bookmark: _52dx8h2hqz0k]第3条（対象素材）
1. 本確認書において「対象素材」とは、本作品に関連して甲が乙に利用を認める次の素材の全部又は一部をいう。
 (1) 本編映像
 (2) 予告編、ティザー映像その他の映像素材
 (3) キービジュアル、場面写真、キャプチャ画像その他の静止画
 (4) キャラクターの名称、容姿、設定、イラストその他のキャラクター素材
 (5) ロゴ、タイトルその他の表示素材
 (6) セリフ、ナレーション、キャラクターボイスその他の音声素材
 (7) 主題歌、挿入歌、劇伴その他の音楽素材
 (8) 台本、設定資料、絵コンテその他甲が利用を認めた資料
 (9) 前各号のほか、甲乙が書面又は電磁的方法により合意した素材
2. 前項に掲げる素材であっても、甲が二次利用に必要な権利を有しないもの又は第三者から必要な許諾を取得していないものについては、対象素材に含まれないものとする。

[bookmark: _g7vcd27tdm2w]第4条（二次利用の範囲）
1. 甲は乙に対し、対象素材について、次の目的の範囲内で二次利用することを認める。

 利用目的：〇〇

2. 二次利用として認められる行為は、次のうち甲乙が合意したものとする。
 (1) テレビ、インターネットその他の媒体における広告・宣伝への利用
 (2) 公式Webサイト、特設サイトその他のWebページへの掲載
 (3) SNSへの投稿及び配信
 (4) 動画配信サービスにおけるプロモーション利用
 (5) ポスター、チラシ、パンフレットその他の印刷物への掲載
 (6) 展示会、イベント、上映会その他の催事における利用
 (7) 商品、販売促進物その他の物品への表示
 (8) プレスリリース、営業資料、広報資料への掲載
 (9) その他甲乙が個別に合意した利用
3. 前項に定めのない方法による利用は、本確認書に基づく二次利用には含まれず、乙は事前に甲の承諾を得なければならない。

[bookmark: _bdbw1l8m1a78]第5条（利用媒体）
乙が対象素材を二次利用できる媒体は、次のとおりとする。
1. テレビ・放送媒体：〇〇
2. Webサイト：〇〇
3. SNS：〇〇
4. 動画配信サービス：〇〇
5. 紙媒体：〇〇
6. イベント・展示：〇〇
7. 商品・販促物：〇〇
8. その他：〇〇
乙が上記に記載されていない媒体に対象素材を利用しようとするときは、事前に甲の承諾を得るものとする。

[bookmark: _gj39t5nvc2vf]第6条（利用地域）
1. 対象素材を二次利用できる地域は、次のとおりとする。

 利用地域：日本国内／全世界／その他（〇〇）

2. 利用地域が日本国内に限定される場合、乙は、合理的に可能な範囲において、海外向けの利用、配信又は広告展開を行わないものとする。
3. 乙が前項の利用地域を拡大しようとするときは、事前に甲の承諾を得るものとする。

[bookmark: _6w5sebj3zr2y]第7条（利用期間）
1. 対象素材の二次利用期間は、次のとおりとする。

 〇〇年〇月〇日から〇〇年〇月〇日まで

2. 乙は、前項の期間終了後、新たな利用、掲載、配信その他の二次利用を行ってはならない。
3. 利用期間の延長を希望する場合、乙は期間満了前に甲へ申し出るものとし、その条件について甲乙協議のうえ決定する。

[bookmark: _t5ts5lsenza7]第8条（編集・加工等）
1. 乙は、第4条に定める二次利用に必要な範囲に限り、対象素材について、サイズ変更、トリミング、尺の調整、字幕の付加、レイアウト調整その他甲が認める軽微な編集を行うことができる。
2. 乙は、甲の事前の承諾なく、次の行為を行ってはならない。
 (1) キャラクターの容姿、性格又は設定を変更すること
 (2) セリフ又は音声の内容を実質的に変更すること
 (3) 映像又は画像の意味若しくは印象を著しく変更する加工を行うこと
 (4) 本作品の世界観又はブランドイメージを損なう態様で加工すること
 (5) 対象素材を生成AIその他の人工知能技術の学習用データとして使用すること
 (6) 対象素材を用いて新たな画像、映像、音声その他のコンテンツを生成すること
 (7) その他原作品との同一性を損なう改変を行うこと
3. 乙が前項に該当する編集又は加工を希望する場合、その内容を事前に甲へ提示し、承諾を得るものとする。

[bookmark: _ep7qq1rsg86x]第9条（クレジット表示）
1. 乙は、甲から指定がある場合、対象素材の二次利用に際して次のクレジットを表示するものとする。

 表示内容：©〇〇／〇〇製作委員会

2. クレジットの表示位置、大きさその他の表示方法について甲から指定がある場合、乙は当該指定に従うものとする。
3. 媒体の性質上クレジット表示が困難な場合、その取扱いについて甲乙協議するものとする。

[bookmark: _izn6f4n0fyws]第10条（第三者への提供等）
1. 乙は、本確認書に明示的に定める場合を除き、対象素材を第三者に譲渡し、貸与し、再許諾し、配布し、又はその他の方法により第三者に利用させてはならない。
2. 前項にかかわらず、乙は、広告代理店、デザイン会社、印刷会社、Web制作会社その他二次利用に必要な業務を委託する事業者に対し、当該業務の遂行に必要な範囲で対象素材を提供することができる。
3. 前項の場合、乙は、当該委託先に対して本確認書に基づき乙が負う義務と同等の義務を遵守させるものとし、当該委託先による対象素材の利用について責任を負う。

[bookmark: _5ba2czizcv1s]第11条（権利の帰属）
1. 本作品及び対象素材に関する著作権、著作隣接権、商標権その他の知的財産権は、甲又は正当な権利を有する第三者に帰属する。
2. 本確認書は、乙に対して本確認書に定める範囲の利用を認めるものであり、対象素材に関する著作権その他の権利を乙に譲渡するものではない。
3. 乙は、本確認書に基づく利用を理由として、本作品又は対象素材について商標登録、意匠登録その他の権利取得を行ってはならない。ただし、甲が事前に書面により承諾した場合はこの限りでない。

[bookmark: _scd8bivvbbi8]第12条（第三者の権利）
1. 対象素材に原作者、脚本家、監督、アニメーター、イラストレーター、声優、歌手、作詞家、作曲家、実演家、レコード製作者その他第三者の権利が含まれる場合、本確認書のみをもって当該第三者の権利に関する利用許諾が当然に与えられるものではない。
2. 二次利用について第三者の許諾その他の権利処理が必要となる場合、その取得主体及び費用負担については、原契約又は甲乙間の別途の合意に従うものとする。
3. 乙は、必要な権利処理が完了していない対象素材について、甲の承諾なく利用してはならない。

[bookmark: _sfznln39scqr]第13条（利用料等）
1. 本確認書に定める二次利用に関する利用料は、次のとおりとする。

 利用料：金〇〇円（消費税等別途）／原契約の報酬に含む／無償

2. 本確認書に定める範囲を超える利用について追加利用料その他の費用が発生する場合、その金額及び支払条件については、甲乙協議のうえ別途定める。
3. 第三者に対する使用料、著作権使用料、実演家に対する追加報酬その他の費用が必要となる場合、その負担については甲乙別途協議する。

[bookmark: _71orbcqdlw4i]第14条（禁止事項）
乙は、対象素材について、次の行為を行ってはならない。
1. 本確認書に定める目的又は範囲を超えて利用する行為
2. 法令又は公序良俗に反する態様で利用する行為
3. 甲、本作品、原作者、出演者その他関係者の信用又は名誉を害する態様で利用する行為
4. 本作品又は対象素材について乙が権利者であるとの誤認を生じさせる行為
5. 第三者の商品又はサービスについて、甲又は本作品が推奨、保証若しくは公認しているとの誤認を生じさせる行為
6. 対象素材を第三者の権利を侵害する態様で利用する行為
7. その他甲乙間で禁止することを合意した行為

[bookmark: _7xja5hdtwir4]第15条（利用内容の確認）
1. 甲は、対象素材の適正な利用を確認するため必要がある場合、乙に対し、利用媒体、利用方法、掲載内容その他の利用状況について報告を求めることができる。
2. 甲が事前確認を必要とする旨を指定した媒体又は利用方法について、乙は、公開、配信、印刷、製造その他の利用開始前に、完成見本又はこれに準ずる資料を甲に提出するものとする。
3. 甲が本確認書に反する利用を確認した場合、甲は乙に対して修正、掲載停止、配信停止、回収その他合理的に必要な措置を求めることができる。

[bookmark: _y5m8xfjsurtz]第16条（利用範囲の変更）
1. 乙が対象素材、利用目的、利用媒体、利用地域、利用期間その他本確認書に定める二次利用範囲の変更又は追加を希望するときは、事前に甲へ申し出るものとする。
2. 前項の変更又は追加は、甲乙が書面又は電磁的方法により合意した場合に限り効力を生じる。
3. 利用範囲の変更に伴い追加利用料、権利処理費用その他の費用が生じる場合、その負担について甲乙協議のうえ決定する。

[bookmark: _qkykv3wnnjsx]第17条（利用終了時の措置）
1. 利用期間の終了、原契約の終了その他対象素材を利用する権限が失われた場合、乙は、合理的な期間内に対象素材の新規利用を停止するものとする。
2. Webサイト、SNS、動画配信サービスその他削除可能な媒体に掲載された対象素材について、甲から合理的な理由に基づき削除の要請があった場合、乙は合理的な範囲でこれに対応する。
3. 既に配布済みの印刷物、販売済みの商品その他回収が著しく困難なものの取扱いについては、甲乙協議のうえ決定する。

[bookmark: _v7qbh9csy1oe]第18条（損害賠償）
甲又は乙が本確認書に違反し、相手方に損害を与えた場合、当該当事者は、その違反と相当因果関係のある損害を賠償するものとする。

[bookmark: _2gckydy7csqv]第19条（原契約との関係）
1. 本確認書は、原契約における対象素材の二次利用条件を確認し、又は補足するものとする。
2. 本確認書に定めのない事項については、原契約の定めに従うものとする。
3. 二次利用の範囲に関して原契約と本確認書の内容が抵触する場合には、本確認書の定めを優先する。ただし、甲乙が別途異なる合意をした場合はこの限りでない。

[bookmark: _trqf5n5gnsam]第20条（協議事項）
本確認書に定めのない事項又は本確認書の各条項の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は、原契約の趣旨を踏まえ、誠意をもって協議し、その解決を図るものとする。

[bookmark: _3vtcs4dc011]第21条（準拠法及び合意管轄）
1. 本確認書は、日本法を準拠法とする。
2. 本確認書に関して訴訟の必要が生じた場合、〇〇地方裁判所又は〇〇簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

以上、本確認書の成立を証するため、本書2通を作成し、甲乙記名押印のうえ各1通を保有する。ただし、電磁的方法により本確認書を締結する場合には、本確認書の電磁的記録を作成し、甲乙が電子署名その他合意した方法により締結のうえ、各自その電磁的記録を保管する。












〇〇年〇〇月〇〇日

甲
住所：　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　印

乙
住所：　　　　　　　　　　　　　　　

会社名：　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　印

